
臨床教員が実習プログラムを作成し、臨床教員（地域担当）から依頼を受
けた医療機関の医師に指導医としてご指導して頂いております。現在、
79名の臨床教員と約200名の指導医が学生教育にあたっております。

全国地域医療臨床教員研修会において、臨床教
員（地域担当）と実習プログラムを練っています。
教員は毎年受講することを基本にしています。

実習体制

臨床教員からのメッセージ
臨床教授　藤原真治 先生（徳島県、美馬市国民健康保険木屋平診療所）

　学生が地域医療の様々な現場へ実際に足を運び、普段から先輩医師と協働されている方々や、地域
に住まわれている方々と過ごす本実習の経験はとても貴重です。自身が将来いろいろな人と一緒に楽
しくやりがいを持って現場で活動する姿に思いをはせ、さらに勉学に励む大きな動機になります。地域
医療に取り組む熱意ある医師を養成する現場で皆様を待っています。

臨床教員（地域担当）一覧 （2025年）
教　　　授　　日下勝博　（北海道）　　髙橋　潤　（山形県）　　井上大輔　（東京都）　　柳川勇人　（石川県）　  
　　　　　　　廣瀬英生　（岐阜県）　　加藤一朗　（島根県）　　中嶋　裕　（山口県）　　藤原真治　（徳島県）　  
　　　　　　　髙橋索真　（香川県）　　神田　聡　（長崎県）　　林　成峰　（沖縄県）
准　教　授　　佐々尾航　（北海道）　　新井由季　（栃木県）　　柳本蔵人　（千葉県）　　大鋸立邦　（富山県）　
　　　　　　　本馬徳人　（福井県）　　小松素明　（兵庫県）　　大重和樹　（岡山県）　　松尾　隆　（福岡県）
　　　　　　　甘利香織　（佐賀県）　　田浦尚宏　（熊本県）　　佐藤新平　（大分県） 　　  　　　　　 　       
講　　　師　　松岡保史　（青森県）　　平野貴大　（青森県）　　塩井義裕　（岩手県）　　山下晋平　（岩手県）
　　　　　　　西澤匡史　（宮城県）　　鈴木寿明　（秋田県）　　佐竹秀一　（福島県）　　中村真季　（茨城県）　
　　               久保田敬也（栃木県）　　深谷幸祐　（栃木県）　　金子　稔　（群馬県）　　藤原直樹　（埼玉県）
　　　            加藤　寿　（埼玉県）　　米山尚慶　（東京都）　　貝原正樹　（神奈川県）　齋藤　悠　（新潟県）　 
　　　            島津　翔　（新潟県）　　寺崎敏治　（富山県）　　名田屋辰規（山梨県）　　伊東一博　（長野県）　
　　　            関　匡史　（長野県）　　阪　哲彰　（岐阜県）　　原田高根　（静岡県）　　前田英登　（愛知県）　
　　            　長橋　究　（愛知県）　　池田智哉　（三重県）　　中川隆弘　（滋賀県）　　木田直也　（滋賀県）　 
　　　　　　　横井大祐　（京都府）　　永井崇之　（大阪府）　　山田博之　（兵庫県）　　巳波健一　（奈良県）       
                     多田明良　（和歌山県）　田島幸治　（和歌山県）　懸樋英一　（鳥取県）　　角田耕紀　（島根県）                         
                     谷本尚吾　（岡山県）　　杉本智裕　（広島県）　　西村謙祐　（山口県）　　片山寛之　（山口県）　                     
                     川下陽一郎（徳島県）　　幸田朋也　（徳島県）　　堀口正樹　（香川県）　　遠藤日登美（香川県）　 
　　　　　　　二宮大輔　（愛媛県）　　吉村彰人　（高知県）　　古賀康秀　（福岡県）　　大林　航　（佐賀県）　
　　　　　　　一宮邦訓　（長崎県）　　國友耕太郎（熊本県）　　平山匡史　（大分県）　　片山陽平　（宮崎県）　 
　　　　　　　増田浩一　（宮崎県）　　森田喜紀　（鹿児島県）　堂嶽洋一　（鹿児島県）　神山佳之　（沖縄県）
助　　　教　　仲摩恵美　（大分県）　　　　　　

自治医科大学 地域医療学センター 地域医療学部門
〒329-0498　栃木県下野市薬師寺3311-1
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自治医科大学医学部
地域医療臨床実習
（CBCL）
～地域で育む 未来の医師たち～
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　実習は、できるだけ複数の実習施設（医療機関や介護施設など）で、幅広い項目を取り入れたプログラム（外来
診療や入院診療、地域包括ケア、多職種連携など）を組むようにしております。また、単に見学するのみでなく、実
際に体験する参加型の実習になるように工夫していただいています。
※受け入れ先の実習施設の皆様には、学生が多様な項目を経験をできるようにご協力をお願いします。

実習項目

医学部5年　実習プログラム例　（2週間）

1　地域医療（含へき地医療）を第一線の現場で体験する。

2　地域医療に対する動機を明確にする。

3　地域医療人としての将来（キャリア）を設計する。

目的

キャリア形成と地域医療臨床実習の位置づけ

【医療機関実習】
外来や病棟の診療で実習する項目
● 医療面接、身体診察
● 診断の進め方
　（ありふれた疾患の鑑別診断）
● 検査の選択
● 患者への説明
● 療養指導、服薬指導
● 紹介状の作成方法

【地域医療活動】
①　地域包括ケア
②　予防医療
③　在宅医療
④　介護・福祉系サービス
⑤　地域診断（社会学的視点）
⑥　多職種連携とチーム医療
※　地域の文化に接する機会

予防医療 在宅医療

月 火 水 木 金

月 火 水 木 金

1週目　診療所

外来 老健 行政機関 福祉センター 外来

訪問診療 訪問介護 予防接種 健康教室
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外来

検査

救急

病棟

検査

リハビリ

外来

訪問診療

カンファ

病棟

午前

午後

※各都道府県において、プログラムを作成しております。

午後 包括ケアセンター

初期
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拠点病院実習

※自治医科大学卒業医師の一般的なキャリアパス

住民や行政と共に
外来診療

概要
● 自治医科大学では、1999年から本実習を始めました。主に自治医科大学卒業生の勤務するへき地を中心とし

た地域の実習施設（医療機関や介護施設など）にご協力をいただき、全学生が実習を行っております。

● 地域で未来の医師を育む環境を整えるため、各都道府県の臨床教員は、学生の実習プログラムを作成するとと
もに、臨床教員研修会（毎年）への参加を通して、実習プログラムの改善に取り組んでおります（臨床教員制度）。

●この成果が認められ、2007年には「医学教育モデル・コア・カリキュラム」に「地域医療臨床実習」が追記され、全
国の医学教育においてこの種の実習は必須となりました。

小谷和彦（自治医科大学地域医療学センター地域医療部門 教授）

　医療は、人と人、そして地域社会との関係の上に成り立っています。ゆえに、地域
には医療人を育てる素晴らしい環境が備わっています。医の原点に立ち、医療人と
しての姿勢と技能を身につけ、地域社会のリーダーとなっていくのに、地域は親なる
場にほかなりません。
　自治医科大学は、全国に先駆け、地域医療臨床実習（Community-Based CLinical
CLerkship：CBCL）を練り上げてきました。全国レベルで実施されるこの実習は独創
的で、多くの先達によるご指導のもとで地域医療を学ぶ格好の機会となっています。
本実習の発展のために皆で手を取り合って歩んでいきたいと思います。どうか宜しく
お願い申し上げます。

第19回地域医療臨床教員研修会より

実習責任者からのメッセージ
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